



















Position and Maneuvers， On “Rovesciamento della praxis" 
as Adult Education 
一-Revisiting Gramsci's Subaltern Studies 
through “Postcolonial-M ul ticultm羽1Critique"一一
Masazumi YOSHIDA 
I グラムシと多文化主義/教育の聞に、く危機〉の「歴史ブロック」
"They hart you at home and they hit you at school〆theyhate you if you're clever 









































































































































































































































































































に、後続の事例研究に向けた予備作業である O なお用語・概念等は修士論文 (URLhttp://weh.kyoto-
inet.or .jp /people / aasja/ archi ves/ archi ves.h tm)も参照。
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“Studies in the Education of Adults" 27-1， p.36-37参照。
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現代社会像への接近J(法律文化社)所収石倉康次pp.119-126、N.プーランツァス (983)~ファシズ
ムと独裁Jpp. 199--201参照。
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グラムシ(1999) r現代の君主~ p. 170・上村「グラムシを聞く」参照。
14. Q 12 S 1 (G R p. 380)、松田博(1996)1" A.グラムシの『知識人論ノート』の再検討(1)J(r立命館
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(同32-2)U. Aptzsch (993)，‘Gramsi and Current Debate on Multicultural Education' (“Studies 
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(青土社)pp. 66-67、S.ホール(1998)Iニュー・エスニシティズJ( r現代思想jvol. 26-4) pp. 83-860 
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健太郎「第三世界とグラムシの理論」参照。
30. Q298 3 (G R pp. 443)・29858 (G R p. 440-442)、マナコルダ前掲 (1996)p. 355-358、小森陽一
他編(1998)rナショナル・ヒストリーを超えてj(東京大学出版会)所収鵜飼哲「ルナンの忘却あるい
はくナショナル〉とくヒストリー〉の間Jpp. 263-265、鵜飼 (1997)pp. 212-216、松田編前掲(1995)
鈴木修「言語病理問題Jpp. 222-226参照。
31. Q 228 2 C G R pp. 345-347)、鮫島京一(1998)I現代社会における『アメリカニズム』批判をめざ
してJ(r立命館産業社会論集j33--4) p. 105・p.114、マナコルダ前掲 (1996)pp.172-1730 
32. Q 228 3 (G R pp. 348-350)、228 10 (G R p. 357)、松田編前掲(1988)中村正「地平としての文
化Jp.197、石堂他編前掲(1989)伊田久美子「グラムシ思想と女性解放の問題Jp.287、D.Coben 
(1998)“Radical Heroes" (Gerland Publishing) pp. 45-47 (特に Holubの批判)参照。
3. Q 22 8 11 (G R pp. 358-360)、1285 (マナコルダ (1996)pp. 352-363)、22813cr現代の君主jp. 
302)、P.ウィリス(1996)rハマータウンの野郎どもj (ちくま学芸文庫)pp.402-406、P.lVIayo 
(1999)“Gramsci， FIモireand Adult Education" pp. 49-52参照。
34. Q 238 6 (G R p. 501)・ 2481 (G R p. 484)、石堂他編前掲(1989)小倉利丸「グラムシの現在性」
p.188、松田編前掲(1988)所収松尾博文「ジャーナリスト・ジャーナリズム論Jpp. 282，-2890 
35. Q 248 3 (G R p. 490)、伊藤成彦他編 (988)rグラムシと現代j(御茶の水書房)所収フォーガチ
「グラムシとイギリスの左翼Jpp.67-70、ターナー前掲 (1998)p.282-285、石堂他前掲(1998)伊藤
公雄 Ir支配』の文化・歴史社会学に向けて」。
36. Q248マナコルダ前掲(1996)p. 162、グハ他前掲(1998)スピヴァック pp.299-300。
37. Q 258 1 (上村忠男編 (2000)r知識人と権力jpp. 117-118)、崎山前掲 (2001)pp. 32-42・pp.54
73、上村忠男 (999)I戦略としての歴史記述J(r思想」第900号)pp.62-71、粟屋利枝 (999)Irサ
パルタン・スタディーズ』の軌跡とスピヴァクのく介入>J pp.214-218参照。
38. Q 258 2 (向上pp.110-111)、スピヴァク (998)pp. 32-62、D.チャクラパルティ(1998)Iマイノ
リティの歴史、サバルタンの過去Jcr思想j891) p.46、グハ他前掲(1998)グハ pp.14-210
39. Q258 3 (向上pp.113-114)、D.チャクラバルティ(1996)I急進的歴史と啓蒙的合理主義J(r思想」
859) pp.99-102、太田好信 (2001)r民族誌的近代への介入j(人文書院)pp. 114--122、L.ロウ(1996)
「アジア系アメリカJ(r思想j859) pp. 228-230、A.マクロビー(1998)Iフェミニズム、ポストモダ
ニズムと『本当の私jJ(r現代思想j26-4) p. 136、上村前掲 (999)pp. 75-77、Apitzsch前掲(1993)
pp. 140--142参照。
40. Q 278 1 (G R p. 449)、安丸/フジタニ(1999)(対談)円、ま、民衆史を語る視点とは?一一民衆
史とサパルタン研究をつなぐものJ(r世界j663) pp. 295-297、ホール他前掲 (2001)所収L.グロス
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